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1. はじめに 

時間制約の厳しい現代社会において，道路サービス

には速達性と安定性の両面からの向上が求められてい

る．しかしながら，道路構造的要因や交通需要に関す

る要因が都市道路網の所要時間分布に与える影響はこ

れまで十分には把握されていない．本稿では，都市道

路網を対象に，交通量や土地利用特性など交通需要に

関する要因，及び交差点数や車線幅員などの道路構造

に関する要因が所要時間分布に与える影響を明確化す

ることを目的とする．具体的には，京都市内を走行す

るバスから取得されたプローブデータを用い，主要道

路における所要時間分布特性を把握する．続いて，各

道路区間の道路構造及び交通量・土地利用データを用

い，所要時間分布特性との関係を明確化する． 

 

2. 分析データの概要 

道路の所要時間分布を把握するためには，同一道路

の所要時間の継続的観測が必要である．本研究では所

要時間の観測値として，京都市内を走る路線バスによ

るバスプローブデータを用いる．ただしバスプローブ

データにはバス停停車時間等が含まれる．そこで先行

研究 1）にて構築された手法を用い，バス走行データを

一般車両走行データに近似し，所要時間分布を得る．  

一方，道路構造，及び交通需要を表すデータとして

は，道路交通センサス一般交通量調査データを用いる．

本研究では当該データの内，各道路区間の所要時間に

影響を与えると考えられる以下の指標を用いる． 

一車線当たりの平均交通量／中央帯設置延長割合／車

線幅員／歩道設置延長割合／鉄道との平面交差数／単

位距離当りの信号交差点数／単位距離当りの信号のな

い交差点数／代表交差点青信号比／右折レーン設置交

差点の割合／対象区間沿道が DID 地区の割合／対象区

間沿道が商業系用途地域の割合／指定最高速度 

なお，分析に当たっては，2005 年度京都市内におけ

る路線バスプローブデータの内，2005 年度道路交通セ

ンサス一般交通量調査対象である道路区間であり，か

つ年間 100 サンプル以上のバス走行データが取得され

た全 126 区間を対象とした． 

 

3. 所要時間分布特性の地理的分布 

本節では，所要時間分布に影響を与える要因を把握

する前段として，対象ネットワークにおける所要時間

特性値の地理的な分布を調べた．紙幅の都合上，単位

距離当りの所要時間分布 50%タイル値についてのみ，

その結果を図1に示す．これより，道路区間によって

単位距離当りの所要時間50%タイル値に差があること，

そして四条通りや五条通りなどの京都市中心部，及び

山科区の中心部では，他の地域との比較でサービス水

準が低いことが確認できる． 

 
 

図1 単位距離当たりの所要時間50%タイル値の 

地理的分布 
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4. 重回帰分析による所要時間分布影響要因分析 

本節では所要時間影響要因の把握を目的に，各道路

区間の所要時間分布特性値を従属変数，道路構造及び

交通需要に関する指標を独立変数とした重回帰分析を

行う．従属変数として単位距離当たりの所要時間分布

10%タイル値，50%タイル値，90%タイル値と標準偏

差，説明変数には第2章に示したセンサスデータによ

る指標を基準化して用い，ステップワイズ法による変

数選択を行った．表1～表4に推定結果をまとめる． 

何れの推定結果においても，重相関係数が十分高く，

かつ F 値が有意であることから，本分析で仮定した重

回帰モデルの有効性が支持された．その上で，10%タ

イル値，50%タイル値，90%タイル値に関する推定結

果に着目すると，何れの場合にも鉄道との平面交差数，

代表交差点青信号比，信号交差点数が有意となってい

る．推定された各係数より，踏切や交差点などのボト

ルネックを含む道路区間ではサービス水準が悪化する

一方，青信号比が大きい道路区間，すなわち交通容量

が大きい道路区間ではサービス水準が相対的に高くな

ることが示唆される． 

次に，特性値毎の推定結果に着目する．10％タイル

値に関しては指定最高速度が所要時間を低下させる方

向に有意に，DID 地区の割合が所要時間を増大させる

方向に有意となっている．その一方で，50％タイル値

に関しては中央対設置延長の割合が負に，50%タイル

値と90%タイル値では商業地区の割合がそれぞれ正に

有意として推定されている．これより交通集中が多く

なる状況では，所要時間ならびにその変動幅が大きく

なる可能性が示唆された．また中央帯設置延長とサー

ビス水準の改善の間に関連性があることも示唆された． 

標準偏差の推定結果に着目すると，所要時間の増大

に寄与する指標である鉄道との平面交差数，及び商業

地区の割合に関する係数が各々有意な正値となってい

る．すなわち，これらの指標は所要時間の速達性のみ

ならず安定性にも負の影響を与えるものと考えられる． 

 

5. まとめ 

本研究では，バスプローブデータを用いて都市道路

網における所要時間分布を推計し，道路構造・交通需

要に関する指標と所要時間分布の関係を重回帰分析に

より把握した．その結果，所要時間分布特性値によっ

て影響を受ける要因が異なることが示唆された．  

表1 10%タイル値に関する重回帰分析結果 

重相関係数 R2 調整済み R2

0.42 0.40
平方和 自由度 平均平方

回帰 11.32 5 2.26 18.25 *
残差 15.38 124 0.12
合計 26.70 129

非標準化係数 標準誤差 標準化係数
(定数) 2.82 0.29 9.84 *
鉄道との平面交差数 0.46 0.08 0.42 5.73 *
代表交差点青信号比 -0.01 0.00 -0.29 -3.98 *
指定最高速度 -0.03 0.01 -0.31 -4.30 *
信号交差点数 0.11 0.02 0.38 4.99 *
DID地区の割合 0.40 0.15 0.19 2.58 **

F 値

t 値

 
(*p=0.01, **p=0.05) 

 

表2 50%タイル値に関する重回帰分析結果 

重相関係数 R2 調整済み R2

0.55 0.53

平方和 自由度 平均平方
回帰 44.01 5 8.80 29.83 *
残差 36.59 124 0.30
合計 80.60 129

非標準化係数 標準誤差 標準化係数
(定数) 2.85 0.16 17.36 *
鉄道との平面交差数 1.05 0.12 0.55 8.90 *
商業地区の割合 0.40 0.15 0.22 2.65 **
代表交差点青信号比 -0.01 0.00 -0.27 -4.23 *
信号交差点数 0.15 0.04 0.28 3.34 *
中央帯設置延長 -0.24 0.12 -0.12 -1.98 **

F 値

t 値

 
(*p=0.01, **p=0.05) 

 

表3 90%タイル値に関する重回帰分析結果 

重相関係数 R2 調整済み R2

0.59 0.58
平方和 自由度 平均平方

回帰 158.30 4 39.58 45.73 *
残差 108.18 125 0.87
合計 266.48 129

非標準化係数 標準誤差 標準化係数
(定数) 3.81 0.28 13.56 *
鉄道との平面交差数 2.30 0.20 0.67 11.44 *
商業地区の割合 0.85 0.26 0.26 3.34 *
代表交差点青信号比 -0.02 0.01 -0.19 -3.10 *
信号交差点数 0.19 0.07 0.20 2.50 **

F 値

t 値

(*p=0.01, **p=0.05) 
 

表4 標準偏差に関する重回帰分析結果 

重相関係数 R2 調整済み R2

0.48 0.47

平方和 自由度 平均平方
回帰 14.59 2 7.29 59.29 *
残差 15.63 127 0.12
合計 30.21 129

非標準化係数 標準誤差 標準化係数
(定数) 0.69 0.05 14.61 *
鉄道との平面交差数 0.77 0.07 0.67 10.37 *
商業地区の割合 0.32 0.07 0.29 4.51 *

F 値

t 値

(*p=0.01, **p=0.05) 
 

今後は，各指標間の相関を考慮した分析を行い，よ

り詳細に所要時間影響要因を把握する必要がある． 
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